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１．はじめに 
Storytelling に初めて出合ったのは，おおよそ 30 年前になる。アメリカの Washington 州 Tacoma
市にある Pacific Lutheran University 大学院に在学中，Storytelling の講座を履修したことがきっか
けであった。履修者のほとんどは，現役の幼稚園，小・中学校の教師 20 人ほどであった。講師は，
Professional Storyteller の Cathryn Wellner 先生。 アメリカ人女性で，当時 Vancouver 在住。彼女
の“Storytelling is a work of art.”という主張に共鳴して，その魅力に強く心を動かされた。クラス
の中で日本人は私だけで不安であり，自信も全くなかった。しかし，履修者のひとりとして，クラス
メイトの前で Storytelling の実演をしなければならない。やるしかない。勇気をふりしぼって挑戦し
た。へんな英語でも，セリフを忘れても，クラスメイトは“Good job!” といつも励ましてくれた。何
回か頭の中が白くなったが，結局，無我夢中で数回実体験して得た収穫は大きかった。その収穫とい
うのは，１．何とかやったという達成感，２．やればできるという少しばかりの自信，そして ３．
Storytelling は英語の Presentation 能力養成に非常に有効という確信の３つである。それ以来，今日
に至るまで Storytelling を何とか自分の英語授業に活かそうと苦心してきた。 
2018 年度前期，本学（武庫川女子大学）短期大学部英語キャリア・コミュニケーション学科（以降，
短英新）２年生「英語国際教養」の選択科目「児童英語Ａ・Ｂ」を担当した。前任者からは，「活動に
重点をおくと学生はイキイキしますよ。」というアドバイスがあった。そこで，Storytelling の実践を
通して，短英新２年生の自発的な自己表現と創造性を尊重しながら，児童英語教師として必要な
Presentation 能力（子どもたちに分かり易く英語を話す力）の養成を図ることを目標とした。 
学生は Storytelling をした後，相互評価をした。全員の Presentation 後，アンケート調査を実施し
た。授業実践の観察，評価票，アンケート調査から得られた evidence に基づいて考察をした結果，児
童英語教師の Presentation 能力を養成するために有効な方策を提案するに至った。本稿は本年度前期
「児童英語」受講者の弱点克服のための解決策を含む Storytelling の実践報告である。 
 
２．Storytellingと教員養成におけるその意義 
「児童英語」における Storytelling とは，物語や昔話を絵本や紙芝居などを活用して，話し手が聞
き手に感情を込めて英語で話すことである。Storytelling が児童たちの英語学習にどのような効果が
あるのかについては，『新編小学校英語教育法入門』の「７章 教材研究①－児童が英語に楽しく触れ，
慣れ親しむ活動」(1) において「絵本の意義」として詳しく述べられている。「①ある程度まとまりのあ
る英語を聞くことを通して，英語特有の音・リズム・抑揚などに触れることができ，英語の文法構造
に無意識のレベルで触れることができる。②イラストと理解可能な言葉をヒントに前後関係などから，
未知の表現や語彙の意味を類推・推測する力や，大意をつかむ力を育む」など，③ ～ ⑥ (2)の６つを
＊ 英語文化学科非常勤講師
【実践報告】
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 挙げて絵本を用いる活動の有用性を示唆している。このことは，「児童英語」における Storytelling
活動の目的にも適合するもので大いに参考になる。 
 そこで，Storytelling を，短英新２年生の「児童英語」の授業になぜ導入するのかについて，受講
者に説明し理解を得る必要がある。西村嘉太郎はその著作『ストーリーテリングのすすめ』のなかで
次のように説明している。まず，Paul Hunsinger の定義を引用して，Storytelling とは「物語の語り
方を研究するスピーチコミュニケーションである」(3) と説明した。そして，「Storytelling とは“外国
語学習の際の言語活動の一展開”である」と述べて，次のように規定した。「自分の好みに従って，選
び，作り替えた，ある教材の語りである。しかし，その単なる暗唱ではなく，また極端な演出による
一人芝居でもない。ある素材を自分のものとして作り替え，それを最も効果的に発表する，個人参加
としての言語学習活動の一形態である」。そして「Storytelling こそ言語の学習者にとって，個人の言
語活動のすべてではないか」と Storytelling の意義を評価し，その実践活動を勧めている。従って，
Storytelling は個人の思想やアイデンティティを表現する言語活動であり教員志望者の Presentation
能力を養成する手段になり得ると考える。 
さらに，西村は３つの Storytelling の楽しさを挙げている：①「作る楽しさ―素材探しから作品完
成まで」，②「実演する楽しさ―暗記の方法，上演心得からステージフライト克服まで」および ③「聴
く楽しさ―評価から討論・賞賛まで」である(4)。この３つの楽しさのたとえ１つでもいいから，その
楽しさを短英新２年生に味わってもらいたい。そして教師に必要な Presentation 能力を身につけても
らいたいと願う。この楽しさを経験することに Storytelling 実践の意義と喜びがあるからだ。そして
やがては，Storytelling の楽しさを次世代の子ども達に伝えてくれることを期待する。 
児童英語教師を目指す学生には Storytelling の芸術性も体験してもらいたい。アレン玉井光江によ
ると「Storytelling は，『読み聞かせ』ではなく『いわゆる素話』である。従って，絵などは使わず，
声と簡単なジェスチャーで語り手と聞き手が創り上げる口頭による芸術である」(5) と述べている。ま
た，“Toastmasters International Club” においては，Storytelling は Advanced Communication と
して導入されている。Toastmasters の指導書には，“Most important, it allows you to have fun as you 
learn the art of storytelling.”(6) とある。 
つまり，Storytelling とは，“a work of art” である。その修得は，そう容易ではないことは百も承
知である。しかし，ひるまずに，学習者が Storytelling を楽しみながら，児童英語教師に必要な
Presentation 能力を養えるように指導していきたい。 
 
３．「児童英語」におけるStorytelling活動  
３．１ Storytelling 指導概要 
短英新２年生の「児童英語」の目標は，シラバスの「科目目的」に明記しているように「児童英語
教師としての実践力を養成することを目的として」おり，その「授業方法」は，「Active Learning が
基本。指導法の実践では学生参加型活動も多く含まれている」。従って，学習者が，将来，例えば，保
育園，幼稚園，小学校の教師，あるいは，中学校の英語教師となった時に，指導法として Storytelling
を実践するためには，学習者自身が，まず Storyteller となる経験を積んで，子ども達に Story を語る
ことができる Presentation 能力を養うことが必須である。では，どのようにしたら学習者の
Presentation 能力は養成できるのか。 
そこで，「はじめに」で述べた筆者自身が経験した Storytelling の講座を参考にしてみると，
University Catalog の Course Description には，次のように書かれている。“Exploration of the art of 
storytelling, from finding the right story to using storytelling to enliven classroom instruction. 
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 Imagination-stretching exercises for use both by teachers and students. ” (7) これを基にして短英新
２年生の「児童英語」における Storytelling 指導概要を次のようなものとした。 
１．適切な話を如何に選択するか。  
２．選んだ話を自分なりにどのようにアレンジするか。 
３．如何に効果的に語るか。    
この３つについて各自考えさせて，アドバイスを与えながら指導する。そして受講者全員が，
Storyteller となって口演することを目指す。全活動を通して口頭による語りの技を磨くことに集中さ
せる。学習者の創造性・個性を尊重して自己表現させる。学生が想像を豊かにし自由な発想ができる
ように，科目担当者はクラスをできるだけリラックスできる楽しい雰囲気にするように心がける。 
 
３．２ 指導計画 
 「児童英語」は平成 30 年度前期「英語国際教養」の選択科目であり，短英新２Ｂの履修者は 31 名，
週一回，授業時間数 15 回であった。以下に各授業の指導内容を述べる。 
 「児童英語」の科目目的は「子どもに英語を教えるための教授法を学ぶ。」ことである。そこで，初
回から３回目までは，児童英語教育の理論を研究社の『新編小学校英語教育法入門』を使って学び，
実践活動は，子ども用の英語テキスト Oxford English Time①: 2nd Edition (2018) を使って英語の
歌を歌ったり，英語の紙芝居を見たり，「児童英語」の模擬授業をビデオで参観した。その間，学生の
興味関心，理解度を見極め，時間的制約などを検討しつつ柔軟に対応して，４回目には Storytelling 
Project を立ち上げることを決定し，学習者に説明，理解を求めた。５～８回目は個人参加の
Storytelling Presentation の準備活動をし，６回目には発表順を抽選で決めた。９～14 回目まで毎
回 Presentation と Evaluation 活動を実施。15 回目には，Storytelling 活動についてのアンケート調
査と「児童英語」理論についての試験を行った。 
 
３．３ 学生の活動 
学生の選んだ 31 のストーリー 
 The Three Little Pigs を選んだ学生が４人。The Hare and the Tortoise，The Honest  
Woodcutter，「ねないこだれだ」，「ぐりとぐら」，「おむすびころりん」を選んだ学生は各々２人ずつ。 
その他，イソップ物語から The Greedy Dog, The North Wind and the Sun を選んだ学生は１人ずつ
であった。日本昔話からは，「浦島太郎」「ねずみの嫁入り」なども選ばれた。 
ストーリー選択の主な理由 
多い順に挙げると，「こどもの時から知っていたから」，「何回も聞いて親しみがあったから」，「好
きな話であるから」，「Story の示唆する諺や教訓がよかったから」，「絵本の絵がかわいいから」，「イ
ンターネットで見つけたから」などであった。 
Presentation の方法（重複あり） 
多い順に挙げると，「PowerPoint を使用した」（13 人），「OHP を使って絵を見せた」（12 人），「既
製の絵本を使った」（６人），「絵を描いた」（５人），「紙芝居にした」（５人），「紙で人形を作り，割り
箸を裏に付けて操った」（３人），「自作の絵本を見せた」（２人）などであった。 
 
３．４ Presentation の前に学生に与えた指示 
 Presentation の前に，学生には次のような指示を与えた。「Presentation の時間は 10 分以内です。
語るスピードはゆっくりと。はっきり，大きな声で発表してください。原稿は読んでもいいですが，
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 できるだけ覚えて語ってください。何度か予行演習してください。原稿を読むのに下ばかり見ずに，
顔をあげて，聞き手とのアイ・コンタクトをしっかり取ること。緊張すると思いますが，楽しむこと
を心がけて笑顔をみせてください。『15 のチェックポイント票』で，Presentation の前に自己チェッ
クしてください。」 
「15 のチェックポイント票」については Appendix１に示す。また，英文作成段階では，同じく
Appendix２の「６つのチェックポイント」を参考にして分かり易い英文を作るよう指示した。 
 
３．５ 学生の疑問への回答 
先に述べたように，The Three Little Pigs を選んだ学生が４人いた。抽選で順番を決めたのでその
うち２人は，たまたま連続して発表することになった。同じストーリーを選んだ学生から質問が出た。
「重なってもいいのですか。変えたほうがいいでしょうか。」そこで，「同じストーリーを選んでも，
語り手によって違うものになるから心配いりません。ストーリーがバッティングしても大丈夫です。」
と返答した。 
実は，筆者も同じような疑問をもったことがあった。 大学院時代，映画で見るWalt Disneyの Snow 
White と Storyteller が語る Snow White との違いは何か，という筆者の質問に対して，Storytelling
講座の Cathryn Wellner (1989) が，次のような回答をノートに書いてくれた。“They are two very 
different experiences. Disney’s films can never give students the kind of personal connection to 
the story that your telling of it can.” つまり，Storyteller が語る Snow White には，語り手の個性，
人間性，価値観，感性などの自己表現が顕われ new version の Snow White が生まれる。The Three 
Little Pigs を選んだ２人の学生が，たまたま連続して発表することになったとしても，それらは各々
different version であるから心配しなくてもいいのだ。Bob Barton も次のように述べている。
“Storytelling is a dynamic form of communication. It is highly personal and its value is greater 
than just entertainment.” (8) 要するに，Storyteller の個性によって Story の印象は大きく変わるの
である。本授業においても発表を終えた後，学生が「本当に同じ話でも全く違った。」と少々興奮して
感想を述べたが納得の様子であった。 
  
３．６ 評価票 
評価票を Appendix３に示す。評価は相互評価とした。評価者は名前を書くので，誰が何と評価し
たかがお互いにわかる。評価は改善を目的としたものなので，友達のことを思うなら，正直に辛口な
ことも書くように伝えたが，実際には難しい。真面目に回答してくれたが，全体的には「面白かった」，
「分かり易かった」，「感動した」，「癒された」など好意的なものばかりで，批判的なものは全くなか
った。 
しかし，下のコメント欄の「どうすれば子どもたちは，もっと喜んでくれるでしょうか。」の問い
には，遠慮がちに「もう少しゆっくり話したら」，「メリハリをつけて話すといい」，「もっとアイ・コ
ンタクトを」，「呼びかけや問いかけがあったらいいと思う」など，改善に役立つコメントが多くみら
れた。 
メッセージには，「とても上手だった」，「たくさん練習しているのが分かった」，「声量や話すスピ
ードも丁度いいと思いました」，「子どもたちのことを考え作ったということが伝わりました」，「お疲
かれ様でした」などのような気遣いのあるものが多かった。 
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 ４．アンケート調査と今後の課題 
４．１ アンケート調査 
履修者 31 名による初めての Storytelling 実践は無事予定通り終えることができた。初めは緊張の
様子もあったが，無事終わるとホッとした表情になり，思わず笑みがこぼれた。31 名が途中で挫折す
ることなく，果敢に Storytelling に挑戦してくれたので筆者も安堵したのが正直なところであった。
学生の Presentation を注意深く観察し，評価票をもとに成績をつけたが，出来映えは期待以上であっ
た。学生から回収した相互の評価票（Appendix３）約 961 枚（＝31 人×31 枚・自己評価を含む）に
おいても，A～D の４段階評価のうち，一番下の評価「D やり直し」は一人だけであった。再度
Presentation を行いこの学生は合否ラインを超えることができた。今回の実践は，試行錯誤の第一歩
であったが，後期授業にこの経験を活かしたい。 
筆者は「児童英語」受講者の Presentation 能力養成のために，授業改善と指導内容の向上を常に目
指している。そこで，前期 15 回目の授業で Storytelling 活動に関するアンケート調査を行った。以
下がアンケート調査票である（表１）。 
 
表１ Storytelling活動に関するアンケート調査票 
  
４．2 アンケートの回答と学生の感想 
以下，アンケートの回答と学生の感想である。それぞれの項目の感想を多かった順に①～⑤で示す。 
１）Storytelling の Presentation を実体験して面白いと感じましたか？ 
Yes の回答は 31 名中 31 名。No の回答は無かった。全員が「Storytelling Presentation を実体験
して面白いと感じた」ことになる。一番多かった理由は①「どのようにしたら子どもに伝わりやすく
なるか，喜んでくれるか工夫するのが楽しかった。」というものであり，紙芝居や紙人形を作ったり，
前期は，各自が全員の前で一人ずつ Storytelling のPresentation を初めて経験しました。各々，絵を描いたり，
人形を作ったりの準備をして臨みました。PowerPoint を活用した学生もいました。この経験を通して感じたこと
を書いてください。 
１ 
Storytelling を実体験して面白いと感じましたか？Yes, No のどちらかに○を付けて，その理由を書いてくだ
さい。Yes /  No  その理由 
２ Storytelling をして楽しかったと思う点と，楽しくなかったと思う点を述べてください。 
３ 
自分の Storytelling で工夫して一番上手くいったところを述べてください。反対に，失敗したところがあれ
ば，それはどこだったか述べてください。 
４ 他の学生の Storytelling Presentation を見聞きして感じたことを書いてください。 
５ 
将来，子どもたちに英語で Storytelling をしてあげることになったとして，自分の Storytelling を聴いて子
ども達は喜んでくれるでしょうか？Yes, No のどちらかに○を付けて，その理由を書いてください。  
Yes /  No  その理由 
６ 
たくさんの Story を聴きました。その中で一番印象に残っている Story とその理由を書いてください。 
Story Title (             )  その理由   
７ 他の学生から自分へのコメントを読んで感じたことを書いてください。 
８ 
また，Storytelling Presentation の機会があれば，やってみたいですか？Yes, No のどちらかに○を付けて，
その理由を書いてください。 Yes /  No  その理由 
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 絵を描いたりして，自分で工夫することが何よりも楽しかったと答えた。次は②絵本を見て子どもの
頃を思い出した。③周りの反応が良かったから。④初めての経験でわくわくしたから。⑤英語で話を
する楽しさを実感したから。との回答があった。 
２）Storytelling をして楽しかったと思う点  
①はじめて一人で長く英語を話したこと。②他の人が，その人なりに解釈して英訳したストーリー
を聞けたこと。③どうしたら面白いと思ってもらえるかを自分で考えたこと。④自由に自分で考えて
出来た時の達成感があった。⑤少し劇をしているようでワクワクした。 
逆に，楽しくなかったと思う点を挙げると，①和文英訳が難しかった。②聞き手が大学生なので面
白くない。実際に子どもたちに見てもらいたかった。③準備が大変で時間がかかった。等の回答があ
った。 
３）工夫して一番上手くいったところ  
①PowerPoint のアニメを皆に楽しんでもらえた。②棒読みにならないように何度も読む練習をし
た。その甲斐あって，ゆっくり大きな声で，感情を込めて言えた。③PowerPoint の画面に分かりや
すくするために日本語と英語の両方を入れた。④ねらいどおり笑ってくれたので嬉しかった。⑤英訳
を自分なりに工夫した。 
 反対に失敗したところは，①緊張で声が震えたし，早く読んでしまった。にこやかにできなかった。
②棒読みになってしまった。③アイ・コンタクトをとる余裕なし。④ゆっくり大きな声で発表すべき
だった。⑤間違った英訳をしていたこと。があった。 
４）他の学生の Storytelling Presentation を見聞きして感じたこと  
①動画のコピ・ペ（コピー＆ペースト）が多かったので面白みがない。②アイ・コンタクトがあま
りないのがほとんどで残念。③絵や紙芝居など手作りは個性が出るのでいい。④早口で，声が小さく，
発音が分かりにくい人がいた。⑤もっと自信をもって発表したらいいのに。 
５）あなたの Storytelling を聴いて子ども達は喜んでくれるでしょうか？ 
 Yes の回答は 31 名中 18 名（58%）であった。No は 31 名中 13 名（42%）であった。 
自分の Storytelling を聴いて子ども達は喜んでくれると思う理由としては，①動画のコピ・ペではな
く，自分で工夫して絵を描いたので喜んでくれると思う。②自分も楽しみながら読むと子どもたちも
喜んでくれるから。③Storytelling は楽しいだけでなく，人生で大切なことを学べると思う。④やさ
しい単語を用いて本をつくったから。⑤繰り返し使った単語を気に入ってもらえると思うから。など
があった。 
 一方，自分の Storytelling を聴いて子ども達は喜ばないと思う理由としては，①子どもに興味を持
って聴いてもらえるような工夫が足りなかったと思うから。②自分が楽しんで語らないといけないと
思ったから。③声が小さかったし，文が長かったのでいい印象ではないと思うから。③抑揚やアイ・
コンタクトがなかったから。④セリフが棒読みで，役になりきれなかったから。⑤自分が聞いても楽
しくないから。などが見られた。 
 なお，Yes が（58%）で，No が（42%）であるが，これは，学習者自身が Positive か Negative
かによる違いであり，成功体験を重ねることにより自信が持てるようになり改善できると感じる。 
６）一番印象に残っている Story とその理由 
①The Three Little Pigs を選んだ学生は４人いたが，それぞれ違って個性的であったから。②「浦
島太郎」は，手作りの教材で温かさ，親しみを感じたので。③Cinderella は，登場人物によって声の
トーンを変えていたので聞きやすかった。④Red Shoes は，しかけ絵本を作っていたので凄い。 
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 ７）他の学生から自分へのコメントを読んで感じたことや指摘を受けて改善すべきだと思うところ 
①反省点で一番多い点は，アイ・コンタクトがなかったこと。アイ・コンタクトがなかったので，
聴衆が聴いているかどうか分からなかった。②声に変化をつけて，台詞に感情を込めるなどの工夫を
するほうがいいと思った。③英文にミスがあったので改善すべきと思った。 
他の学生からよかったといい評価をうけたところ ①PowerPoint の絵が可愛かった。②絵と一緒
に英文を PowerPoint の画面に載せたので分かり易かった。③台詞にふきだしを付けたアイデアがう
けて嬉しかった。 
８）Storytelling Presentation の機会がまたあれば，再度やってみたいですか？ 
Yes の回答は 31 名中 22 名（71%），No 回答は 31 名中 9 名（29%）であった。やってみたい理由
は次の通りである。①次回は，実際に子どもたちに見てもらいたい。②今回がとても楽しかったから，
また違う話でチャレンジしてみたい。③次回は PowerPoint ではなく，自作の紙芝居か絵本を作りた
い。④今回の反省を活かしリベンジしたい。⑤Presentation は好きなのでまたやってみたい。 
一方，やりたくない理由の主なるものは以下の通りである。①子どもの前でするならいいが，授業
でやるのは恥ずかしい。②自分は子どもに英語を教えることはないと思うので。③自分の英訳が正し
いかどうか不安なので。④今のままでは子どもは喜んでくれないから。⑤他の教育法を知りたいから。 
 
４．３ アンケート調査の結果分析と考察 
さて，今後の指針を得るために，評価票，アンケート調査票を細かく見ていると，学生のコメント
の中に，Presentation を通して得られた新たな気づきが見られた。それらは，具体的に何をどうすれ
ば自分の Presentation がもっと良くなるかに気づき，それを自分の言葉で「次は，・・・のようにし
たい」，「もっと・・・すれば，私の Storytelling を聞いて子どもたちは喜んでくれるだろう」という
気づきを具体的な言葉にして表したものであった。これらの学生の気づきに基づいて Presentation
能力向上のために克服しなければならない問題点について考察し，その結果と具体的な解決策を以下
に提示することとする。 
 
問題点①アイ・コンタクト不足とその解決策 
第一の問題点はアイ・コンタクトの不足である。Presentation をしている時は，聞き手を見てアイ・
コンタクトを取るように注意していても，実際はなかなかできないものだ。評価票とアンケート調査
結果分析から以下のような感想が多く見られた。31 人中 28 人の学生が，自分を含めて殆どの学生が 
「アイ・コンタクトができないこと」を繰り返し指摘し，反省点として挙げている。たとえば，「読む
のに必死でアイ・コンタクトができなかった。」，「話す時にとても緊張して声が震えてしまい，顔を上
げて聴衆の目を見られなかった。」，「アイ・コンタクトをもっと頑張れば良くなるとコメントしてくれ
る人が多くて自分の苦手な部分だと思った。」，「前を向くというより，聞き手の目を見ることが恥ずか
しくて，笑顔も作れなかった。」，「ほとんど全員からアイ・コンタクトを指摘された。自分でも失敗と
思っている点は皆も思っているなと感じた。」，「原稿ばかり読んでアイ・コンタクトを忘れていた。」 
というものであった。 
「目は口ほどに物を言う」，「目力」などと言うが，目や視線はとても大切である。顔をあげて聴衆
を見ることは，Presentation では必須条件である。英文は暗記すればいいが，完璧な英文暗記は難し
い。忘れることもある。原稿を読むのに下を向いてうつむくと背中が丸まって姿勢も悪くなる。無表
情で原稿を読むだけの Presentation では，聞き手の反応も悪くなる。 
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 そこで，具体的な解決策を提示する。前を向いて背筋を伸ばして，アイ・コンタクトをしっかり取
るためには，原稿は下に置かない。顔を下げないために目の高さまで原稿を上げる。原稿は手のひら
サイズのカードにして手の中に持ち，その手は目の高さくらいまで上げる。このやり方は特別ではな
い。最近では，経済産業省の世耕大臣が，2025 年の大阪万博誘致の Presentation でこの方法を取っ
ていた。手の中のカードをチラチラ見ながら英語の Presentation をしていたが，顔と目は，しっかり
審査員や聴衆に向けていた。短英新２年生にも，このやり方を勧める。 
 
問題点② Interaction 不足とその解決策 
２点目は，話し手と聞き手の Interaction である。Presentation は，話し手と聞き手の双方が協働
して作り上げていくものである。学生の聴く態度に改善が必要であることが，以下のようなアンケー
ト調査結果から推測できる。「真剣にやっているというよりイヤイヤに見えた。」，「人の発表を聴いて
いない人がいた。」，「ただ読むだけで工夫もなく面白くなかった。」，「聴衆の顔が少し怖かった。自分
もそんな風に見えているのかなと反省した。」，「話し手も聞き手も学生同士なので面白くない。」，「分
からない単語が出てくるし，早口で何を言っているのか分からないので聴く気もしない。」，「大学生に
話すのは反応が無いに等しく，興味も無いと思われる人を見た。」，「二十歳にもなって，なんでみんな
の前で絵本？と思った。」などである。このような心理状態では，聴く態度も良くないと容易に想像で
きる。 
そこで，解決策を提示したい。Good Storyteller は Good Listener でもあるから，聞き手になる時
は話し手をサポートし，場の雰囲気を盛り上げるサポーターの立場になることを理解させる。そして，
良い聞き手になるための６つのチェックポイントを提示し具体的に実践指導する。「聞き手としての自
己評価票」を Appendix４に示す。そして，その６つのポイントの実行を解決策とする。 
 
問題点③ PowerPoint のコピ・ぺ対策 
 ３点目は PowerPoint の使用が必ずしも Storytelling には適当ではないことである。Presentation
では，PowerPoint を使用した学生が 13 人で一番多かった。ところが，中身は YouTube からの映像
や英文のコピ・ペが多かった。YouTube からのコピ・ペは簡便で見た目は綺麗であるが，Storyteller
の自己表現や個性，創造性，オリジナル作品としての面白さ，手作りの温もり，創意工夫，熱意が伝
わらず，さほどの感動を与えられなかった。PowerPoint でコピ・ペした学生自身も，比較すると自
分のコピ・ペの作品より手作りの作品の方が評価の高いことを実感したようであった。アンケート調
査結果から次のような意見が多く見つかった。「次回は PowerPoint ではなく，手作りの絵本を作りた
い。」，「原稿を少しでも自分で考えている人とネットからそのまま取ってきて読んでいるだけの人の違
いがとてもよく分かりました。もし子どもたちの前でやるとしたら，やはり子どもたちは創意工夫が
あり練習を重ねた方を楽しむと思いました。」，「今回は PowerPoint を使っていた人が多かったので，
自分で作った絵本や紙芝居を使っていた人の話が特に良いと思いました。」，「悔しいところがあるので，
次回は私も自作の紙芝居でやりたい。」などである。以上から，コピ・ぺに頼ると Presentation 能力
の向上が期待できないと懸念する。PowerPoint の画面に意識がほぼ集中し，照明を消して部屋全体
を暗くすると，Storyteller のアイ・コンタクトや表情・動作も見えにくくなり，話し手と聞き手の間
の Communal Communication も取りづらくなるのは問題である。これらの考察から PowerPoint の
コピ・ぺの使用制限は解決策の一つである。 
① で目の重要性を述べた。その意味でも，Presentation 能力養成段階では，PowerPoint はなる 
べく使わない方がいいと感じる。どうしても PowerPoint を使用したいなら，スライドに英文と和文
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 を書き込んで，それをしっかり読む。そうすれば，スクリーンを見るために，顔や目が前方を向くの
でアイ・コンタクトができる。声も下にではなく，前に座っている観客に届き易くなる。暗記の苦手
な人や緊張する人には，英語を忘れても焦らなくてすむ。 
 以上，アンケート調査から得た evidence を基に議論し考察を通して得た問題解決策を示した。いく
ら英文がよくても，適切な Presentation 能力が養われていなければ，せっかくの Storytelling も聞き
手の心に届かない。今後の実践では，まず，この３つの大きな問題点の克服に挑戦する。なお，図１
から６は，授業中に撮影した Storytelling 実演の場面である(9)。 
 
 
 
 
図１ 紙芝居の絵をOHPで表示 
 
図２ 手作りの絵本で発表 
 
図３ PowerPointで発表 
 
図４ 紙人形を作って熱演 
 
図５ PowerPointで発表 
 
図６ 発表を終えて思わず笑みがこぼれる 
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 ５．おわりに 
Storytelling は易しくはないが，遣り甲斐のある Presentation 能力養成法であり，英語による自己
表現の向上を願う言語学習者にとって有効な学習法のひとつである。この実践報告は，短英新２年生
が，Storytelling を Presentation 能力養成の一手段として捉え，その実践に初めて挑戦した記録であ
る。無事 Presentation を終えて，学生全員が「Storytelling をやって楽しかった。」と答えた。
Storytelling との出会いが，児童英語教師として必要な Presentation 能力の発達につながることを願
う。 
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Appendix１ 語り手・Storyteller のための自己チェックポイント 15 
少なくとも１０回はリハーサルすること ○×△ 8 ことばの選択は？  
1 滑らかに気持ちを込めて語れますか？  9 話の構成は？  
2 うまく伝えられますか？  10 間の取り方は？  
3 絵や紙芝居などありますか？  11 身体全体で伝えていますか？  
4 声の大きさ，高さ低さは？  12 表情は？  
5 話の面白さは？  13 聴衆とのアイ・コンタクトは？  
6 話すときのスピードは？  14 聴衆を引き付けていますか？  
7 発音は？  15 全体的な出来映えは？  
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 Appendix２ 英文の原稿作成段階での６つのチェックポイント   ○×△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Appendix３ STORYTELLING「児童英語」評価票             2018 年  月  日(  ) 
      話し手・Storyteller の名前 聞き手・評価者の名前 
  
Ａ とても良い  Ｂ よい（普通） Ｃ もっと練習・工夫・改善すること  Ｄ やり直し 
好感がもてますか？（姿勢・服装・表情） Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
初めの挨拶はできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
導入は子どもの興味・関心を引くものでしたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
声の大きさ，元気さは？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
英語の発音・イントネーション・リズムは？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
語りはスムーズでしたか？  Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
聴衆とのアイ・コンタクトはできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
Story の展開は分かり易かったですか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
時間配分は？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
PowerPoint の作成と示し方は良かったですか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
絵や視聴覚教材（人形，紙芝居など）の使用は？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
子どもに分かり易い話し方はできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
創造性や独自の工夫がありましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
面白かっただけではなく，心に残りましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
話し手の熱意を感じましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
全体のまとまりは？（総合評価） Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
１ 話の構成は？  
２ 英文で言いたいことを表現できましたか？  
３ 英文は分かり易いですか？  
４ 言葉の選択はいいですか？  
５ 自己表現ができましたか？  
６ 英文のチェックを誰かにしてもらいましたか？  
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 コメント 
このStoryは知っていましたか？ Storyのどこが面白かったですか？  
 
 
このStory の伝えたいことは，何だと思いますか？ 
 
 
どうすれば子どもたちは，もっと喜んでくれるでしょうか？  
 
 
その他のメッセージ 
 
 
 
 
 
Appendix４ 聞き手としての自己評価票                     ○×△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．話し手を拍手と笑顔で迎えることができましたか？  
２．話し手と目が合って，アイ・コンタクトできましたか？  
３．うなずいたりして，しっかり聞いているよ，というサインを送りましたか？  
４．盛り上げるのに声や表情や目で反応しましたか？   
５．Storytellingが終了したとき，話し手に拍手しましたか？  
６．話し手のいいところを自分のStorytellingに取り入れますか？  
話し手の伝えたかったことは何だったと思いますか？ 
 
話し手から何を学びましたか？ 
 
あなたは，次のどれですか？ 
A. 聞き手として話し手を熱心に応援している。 
B. 良い聞き手である。 
C. もっと聞き手として協力できるはず。 
D. 関心なし。あまり聞いてなかった。 
 
より良い聞き手になるための工夫や心掛けたいことは何だと思いますか？ 
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